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新医学系指針対応「情報公開文書」改訂フォーム      複数施設研究用 

 

原発性悪性骨腫瘍における unplanned surgery の実態調査  

 

１．研究の対象 

2006年１月１日～2015年 12月 31日までに骨軟部肉腫治療研究会に参加している施設の患者さ

んの中で，最初に治療を受けた病院で骨腫瘍を切除した後に悪性と判明し,その後は原発性悪性

骨腫瘍としての治療を受けられた方 

２．研究目的・方法 

目的：本研究は、原発性骨腫瘍の切除を受けた後に悪性と診断された場合のその後の治療方法

や局所再発、生命予後を明らかにすることを目的としています。 

方法：全国の骨・軟部腫瘍専門施設において、2006年から 2015 年に骨腫瘍を切除した後に悪性

と判明し,その後は原発性悪性骨腫瘍としての治療を受けられた患者さんの病状の経過、治療の

詳細を各施設で調査します。各施設は匿名化した診療情報を研究事務局（三重大学）に送ります。

事務局は、送られた診療情報をまとめ、解析を行います。 

研究実施期間：2019 年 6月 30 日まで 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 情報：性別，初診時年齢などの患者情報，原発腫瘍の部位，病理診断などの臨床情報，手術，

抗悪性腫瘍薬などの治療歴，および腫瘍学的転帰 

 試料：なし 

 

４．外部への資料・情報の提供 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行いま

す。対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

三重大学大学院医学系研究科 臨床医学系講座 運動器外科学・腫瘍集学治療学  

中村知樹 他、 

骨軟部肉腫治療研究会（JMOG）参加病院 76 機関 

骨軟部肉腫治療研究会（JMOG）公式ホームページ（http://www.jmog.jp） 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

http://www.jmog.jp/
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また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

淺沼 邦洋 

三重大学大学院医学系研究科 臨床医学系講座 運動器外科学・腫瘍集学治療学 

連絡先： 〒514-8507 三重県津市江戸橋2-174 

   TEL：059-231-5022 

   FAX：059-231-5211 

   E-mail: Kasanum@gmail.com  

  

研究代表者： 

中村 知樹 

三重大学大学院医学系研究科 臨床医学系講座 運動器外科学・腫瘍集学治療学 

連絡先： 〒514-8507 三重県津市江戸橋2-174 

   TEL：059-231-5022 

   FAX：059-231-5211 

   E-mail: tomoki66@clin.medic.mie-u.ac.jp 

  

多施設共同研究事務局代表者： 

上田 孝文 

国立病院機構 大阪医療センター 整形外科 

連絡先： 〒540-0006 大阪府大阪市中央区法円坂2-1-14 

   TEL：06-6942-1331 

   FAX：06-6943-6467 

   E-mail: uedat@onh.go.jp  
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